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まちづくり出前講座

ワクチン最新情報
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　まちづくり出前講座とは、市の仕事を市民の皆さんに知っていただくた
めに、ご希望のテーマについて市の職員を講師として派遣する制度です。
市内に在住、在勤または在学のかた 10人以上で構成されたグループであ
れば、どなたでもご利用いただけますので、ふるってご利用ください。

説明
時間

30 ～
60 分

30 ～
60 分

45 ～
60 分

60 ～
90 分

３時間
以上

60 分

30 分

30 分

30 ～
45 分

60 分

45 分

60 分

30 分

30 分

20 分

30 分

45 分

60 分

60 分

40 分

40 分

担当

市民協働課

市民相談室

市消防本部警防課

市消防本部予防課

防災課

消費生活センター

環境課

都市計画課

下水道課

健康推進課

こども課

保育所、
子育て支援センター

説明内容

市が進めている協働のまちづくりの基本的な方向
性について

第２次那珂市男女共同参画プランについて

人権（人権啓発）について

身近なところで起こる、ケガや病気に対する応急
手当について

突然の心停止などに対する応急手当の習得とＡＥ
Ｄの使用方法について

住宅用火災警報器や消火器などについて

家庭や地域で行う「災害への備え」「災害時の行動」
などについて

家庭でできる防犯の心がけ、自警団（防犯パトロー
ル隊）の活動内容、防犯に関する市の取り組みに
ついて

災害時に自力や家族の支援だけでは避難すること
が困難なかた（避難行動要支援者）の支援制度につ
いて

放射線の基礎知識などについて

原子力災害に備えた対策について

悪質商法の内容とその対処について

ごみの分別や減量などについて

地球温暖化防止対策について

那珂市における都市計画道路の整備状況について

那珂市における街づくり事業の事例紹介について

公共下水道や農業集落排水（合併処理浄化槽を含
む）のしくみ、宅地内の排水設備、下水道の負担金
や使用料などについて

メタボリックシンドロームを中心とした、生活習
慣病の予防について

乳幼児期からの栄養について

子育て支援事業の概要について

乳幼児の発達に応じたかかわり方や親子遊びなど
について

講座名称
（テーマ）

協働のまちづくりの取組

男女共同参画

人権について考える

いざと言う時のために
応急手当を覚えよう

とっさのときの応急手当
（心肺蘇生法）を覚えよう

火災を防ぐ

家庭や地域での
防災力の向上

家庭や地域での
防犯力の向上

地域での災害時の
避難支援

私たちの暮らしと放射線

那珂市の原子力防災

悪質商法と対処法

ごみの分別や減量など

地球温暖化防止

都市計画道路

街づくりの進め方

市内の水環境の向上

生活習慣病予防講座

子どもの食事

子育て支援

乳幼児の発達に応じた
かかわり方

講座
番号

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

分野

①
市民との
協働の
まちづくり

②
防災
・
防犯
・

交通安全

③
環境

④
道路・建設

⑤
上下水道

⑥
福祉
・
医療
・
健康
・
年金

【まちづくり出前講座メニュー】
※�講師料は無料ですが、材料費などについてはご負担いただく場合があります。
※�新型コロナウイルス感染症予防のため、希望の時期に派遣できない場合があります。

利用方法など詳細については 問市民協働課市民活動Ｇ

まま
ご利用ください

ちち づづ くく りり 前前 講講 座座出
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説明
時間

20 ～
30 分

60 分

30 分

30 分

30 分

20 ～
30 分

45 分

30 分

30 分

60 ～
90 分

30 分

30 分

30 分

30 分

30 分

60 分

30 分

30 分

30 分

60 分

60 分

60 分

30 分

30 分

30 ～
60 分

60 分

30 分

30 分

担当

介護長寿課

社会福祉課

介護長寿課

保険課

介護長寿課

学校教育課
指導室

市立図書館

スポーツ推進室

歴史民俗資料館

商工観光課

農政課

政策企画課

財政課

税務課

行財政改革推進室

総務課

管財課、
市民課

都市計画課

政策企画課

説明内容

介護保険以外の高齢者施策について

総合支援法によるサービスを含め、那珂市で受け
られるサービスについて

「差別を行ってはいけないこと」「どのようなこと
が差別に当たるか」「障がい者への合理的配慮」な
どの概要について

第３次那珂市地域福祉計画の概要について

介護保険制度の概要について

国民年金の概要について

国民健康保険の概要について

後期高齢者医療制度の概要について

地域包括支援センターの業務内容について

認知症に対する正しい知識と理解を持ち、認知症
のかたやその家族を見守ることについて

学校教育の基本方針について

小中一貫教育の概要について

いじめ問題や不登校の児童生徒への対応について

市立図書館の概要と利用案内について

那珂市スポーツ推進計画と各種教室について

那珂市の古代からの歴史や市内の指定文化財、遺
跡などの紹介について

那珂市の観光地の見どころやイベントなどについて

那珂市の農業振興や農業の現状について

第２次那珂市総合計画の概要について

那珂市の財政状況について

市税に関する税制度について

那珂市の行財政改革の取り組みについて

選挙のしくみについて

市の情報公開制度に基づく情報の開示と個人情報
の保護について

マイナンバー制度の概要とマイナンバーカード
（個人番号カード）の申請方法やメリットについて
※マイナンバーカードの申請補助も可

デマンド交通「ひまわりタクシー」の利用方法や、
運転免許自主返納等支援事業について
※�利用登録申請および運転免許自主返納等支援事
業申請を受け付けます。

市民が参画したシティプロモーションを行う、
「いぃ那珂暮らし応援団」の概要について

統計データからみる那珂市の現状について

講座名称
（テーマ）

高齢者の福祉サービス

障がい者のサービス

障害者差別解消法

那珂市地域福祉計画

介護保険制度

国民年金

国民健康保険

後期高齢者医療制度

地域包括支援センター

認知症サポーター
養成講座

那珂市の学校教育

小中一貫教育

教育支援センター
における相談体制

図書館案内

那珂市のスポーツ振興

那珂市の歴史と文化財

那珂市の観光

那珂市の農業

那珂市総合計画

わが市の台所事情（財政）

市民税と
固定資産税のしくみ

那珂市の行財政改革

選挙のしくみ

情報公開と
個人情報保護

マイナンバー制度と
マイナンバーカード

デマンド交通
「ひまわりタクシー」

いぃ那珂暮らし応援団

那珂市の統計

講座
番号

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

分野

⑥
福祉
・
医療
・
健康
・
年金

⑦
教育
・

生涯学習
・
生涯
スポーツ

⑧
歴史・文化

⑨
産業・観光

⑩
行政改革
・
財政
・
税金

⑪
その他

４月 26 日号3



4

３

個別接種 集団接種

１回目の申し込み

新型コロナウイルス感染症関連情報

ワ ク チ ン 最 新 情 報
　市民の皆さんが速やかにワクチンを接種できるよう、国のスケ
ジュールに沿って準備を進めています。積極的な接種の検討をお願
いします。
　このページでは、ワクチン接種までの流れについてお知らせします。

問那珂市ワクチン接種コールセンター　☎０１２０‐０５６- ７２８

65 歳以上のかた（昭和 32年４月１日以前に生まれたかた）のワクチン接種までの流れ

６

４ １回目の接種 ・接種券 ・予診票 ・健康保険証
・お薬手帳

※�毎回、切り離さず台紙ご
とお持ちください。

※�事前に太枠をご記入
ください。

当
日
の
持
ち
物

64 歳以下のかたへの接種券などの
郵送時期は未定です。

１
対象となるかたへ接種券・予診
票・案内通知などを発送しました。
お手元に届いていない場合はコー
ルセンターにご連絡ください。

２回目の接種

２回目の申し込み

※�ファイザー社のワクチンは 3週間の間隔で 2回目
の接種を受けてください。

※原則、1回目と同じ接種会場を予約してください。

５

個別接種 集団接種

２
医療機関などの接種会場、申込方法
などをご確認ください。

※�かかりつけ医がいるかたは、定期的
な受診の際に接種を受けて良いかあ
らかじめかかりつけ医にご相談くだ
さい。

接種券に同封の案内通知を
確認する

接種券を
郵送しました

申込受付

５
11～

1の郵送で届いた案内通知をご確認ください。
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厚生労働省ホームページ（４月７日現在）の情報をもとに作成しています。
最新情報につきましては、❶厚生労働省ホームページまたは❷市ホームページを
ご覧ください。

▶
❷

▶
❶

その他の接種方法についての
相談先

①�施設に入所中で医療機関などに行けな
い場合
➡入所中の施設にご相談ください。

②�基礎疾患があり、市外の医療機関で治
療中の場合
➡�原則、市内でワクチンの接種を受けることに
なっていますが、基礎疾患などがあるかたは
市外のかかりつけ医で受けることができま
す。当該かかりつけ医にご相談ください。

③�転勤などやむを得ない事情で住民票の
ない市町村でワクチンを接種したい場合
➡�事前の申請が必要になることがありますの
で、現在お住まいの市町村にお問い合わせ
ください。

④那珂市から転出した場合
➡�同封した接種券は利用できません。転出先
の市町村にお問い合わせください。接種券
の再発行の申請が必要です。

費　　用：無料（全額公費負担で実施）

参考動画：県の新型コロナウイルス感染症の対策を医
　　　　　療面で先導する「安田 貢」医師が、ワクチ
　　　　　ンの効果や安全性などを説明
　　　　　した動画が公表されています。
　　　　　ワクチンを接種すべきかどう
　　　　　か適切にご判断いただくため、
　　　　　ぜひご覧ください。

【１】以下の病気や状態のかたで、通院、入院しているかた
１．慢性の呼吸器の病気
２．慢性の心臓病（高血圧を含む）
３．慢性の腎臓病
４．慢性の肝臓病（肝硬変など）
５．�インスリンや飲み薬で治療中の糖尿病または他の病

気を併発している糖尿病
６．血液の病気（鉄欠乏性貧血を除く）
７．免疫の機能が低下する病気（治療中の悪性腫瘍を含む）
８．�ステロイドなど、免疫の機能を低下させる治療を受

けている
９．免疫の異常に伴う神経疾患や神経筋疾患
10．�神経疾患や神経筋疾患が原因で身体の機能が衰えた

状態（呼吸障害など）
11．染色体異常
12．�重症心身障害（重度の肢体不自由と重度の知的障害

とが重複した状態）
13．睡眠時無呼吸症候群
14．�重い精神疾患（精神疾患の治療のため入院している、

精神障害者保健福祉手帳を所持している、または自
立支援医療（精神通院治療）で「重度かつ継続」に
該当する場合）や知的障がい（療育手帳を所持して
いる場合）

　次のいずれかに当てはまるかた（３月 18日時点での情報で
あり、変更となる可能性があります。）

【２】基準（BMI 30 以上）を満たす肥満のかた

ワクチン接種について

基礎疾患のあるかたとは

※この動画の内容は、3月 26 日時点での情報に
　基づいた内容です。再生時間は約 1時間です。

ワクチン接種前に確認を

● �接種前後にほかの予防接種を行う場合は、原
則として２週間以上の間隔を空けてください。

● �接種前に自宅で体温を測定し、明らかな発
熱がある場合や体調が悪い場合などは、接
種を控え、申込先にご連絡ください。

● ��接種前に「新型コロナワクチンの説明書」
を必ずお読みください。

● �肩を出しやすい服装でお越しください。

● �ワクチンの効果を十分得るために、同じ種
類のワクチンを一定の間隔を空けて２回受
ける必要があります。１回目を受けた際、
次回の接種日をご確認ください。
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　市消防本部では、住宅用火災警報器の設置状況確認
のため、戸別訪問を年間を通して実施しています。
　戸別訪問は、警報器の設置状況の調査を玄関先で行
い、条例に適合した箇所に設置されている家庭には「住
宅用火災警報器設置済シール」を配布します。
　万が一の火災発生時に逃げ遅れによる被害が発生し
ないよう、ご自身や大切なご家族を守るために住宅用
火災警報器を設置しましょう。

　各寝室と、２階に寝室がある場合には階段上部への煙式感
知器の設置が義務付けられています。
　そのほか、台所や居室への設置もおすすめです。

ご自宅に住宅用火災警報器は付いていますか？

問市消防本部　☎２９５‐２１１１

問市消防本部　☎２９５‐２１１１

　

消
防
用
設
備
な
ど
の

維
持
管
理
や
防
火
管
理

を
積
極
的
に
推
進
し
、

火
災
予
防
へ
の
取
り
組

み
が
模
範
的
で
あ
る
事

業
所
に
対
し
て
、
優
良

事
業
所
表
彰
を
行
い
ま

し
た
。

　

火
災
予
防
の
取
り
組

み
が
、
今
後
さ
ら
に
市

内
に
広
が
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

優
良
事
業
所

（福）
青
燈
会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

ひ
ば
り
ヶ
丘

菅
谷

【ご注意ください】
　消防署や市役所の職員などが住宅を訪問し、消火器
や住宅用火災警報器などを販売することは絶対にあり
ません。職員等をかたった悪質な訪問販売などにはご
注意ください。「住宅用火災警報器設置済シール」を
玄関やポストなどに貼っていただくことで、悪質な住
宅用火災警報器の訪問販売を防ぐ効果が期待できます
ので、ぜひ活用ください。
※�シールを希望するかたやお問い合わ
せは市消防本部予防課までご連絡く
ださい。

子ども部屋や高齢者の居室と、
就寝に使われている部屋には
住宅用火災警報器を取り付けましょう

…設置義務のある場所 …設置をおすすめする場所

火
災
予
防
優
良

事
業
所
を
表
彰

建物火災 建物またはその内容物が焼損した火災

林野火災 森林・原野または牧野が焼損した火災

車両火災 原動機によって運行することができる車両および
非けん引車またはこれらの積載物が焼損した火災

船舶火災 船舶またはその積載物が焼損した火災

航空機火災 航空機またはその積載物が焼損した火災

その他の火災 上記以外の火災

爆発 人の意図に反して発生または拡大した爆発現象

　火災情報（発生・鎮火）に関する放送を、防災行政無
線の屋外・屋内で５月上旬頃から開始します。ご理解、
ご協力をお願いします。

火災発生地区および隣接地区

※�午後８時以降に鎮火した火災の鎮火放送はしません。
放送時間

放送地区

防災行政無線で
火災情報を放送します

５月上旬頃から

午前８時～午後８時の建物火災等の発生（鎮火）時
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わがまちの環境を考える
問 �環境課環境 G

食品ロスをなくそう
　世界最大の人道支援機関である国連世界食糧計画（WFP）によれば、世界の約８億人が
慢性的に飢餓に苦しんでいます。この状況にコロナ禍が追い打ちをかけており、昨年 12
月の時点で、深刻なレベルの食料不安により緊急援助を必要とする人が約２億７千万人
に増えたと国連WFPが推計しています。SDGsの目標達成は遠のく一方です。

食料自給率を高めて

　私たち日本人は食べ物の 6割以上を輸入に頼っている※１にもかかわらず、
食品ロス※２が増加しています。2017 年度の食品ロス量は一般家庭 284 万 t
を含む 612 万 t（2020 年４月農林水産省公表）で、これは、世界中で飢餓に
苦しむ人々に向けて世界全体が援助している食料の1.6倍に相当します。また、
全国の自治体が一般廃棄物の処理に要する経費は食品ロスが多いほど増えるた
め、現在、年間約 2兆円という多額の費用がかかっています。
　食料自給率の低さや食品ロスの多さは、フード・マイレージ※３やバーチャ
ルウォーター※４などの気候変動問題とも深く関係しています。世界最大の食
料輸入国である日本のフード・マイレージは第２、３位の韓国・アメリカの３倍、
第４、５位のイギリス・ドイツの５倍です。食料輸入に伴う二酸化炭素の排出
で、気候変動を加速させていることにもなります。

　世界の穀物と食料を大量に輸入し、食品を大量廃棄している日本は、世界の
「貧困と飢餓」に苦しむ人々に対してどのような責務が生じるでしょうか。食
料自給率の向上と食・農の再生は、主権者であり主体である生産者と消費者の
協働による「地域に根ざした食・農の再生運動」の発展が絶対条件です。その
ため、今私たちは「食・農」を見直し、できることから行動することが求めら
れています。

▪食品ロスの増加

○食の課題　�食料自給率の向上、食品ロスの削減、フード・マイレージの低減、食
の安心安全、フードセキュリティの確保、食育の推進、スローフー
ドの浸透、地産地消の促進、貧食・欠食の改善、食文化の継承

○農の課題　後継者不足の解消、耕作放棄地の利用推進

　これらの課題の多くは、1960 年頃から顕著となった農産物の自由化やグ
ローバリズムなどによる日本の農業の構造的な変化によるものです。
　食料の輸入依存が急増し、食の簡便化と画一化が進められたため、郷土食や
伝統食といった豊かな食文化は失われてしまいました。

▪多くの課題を抱える日本の「食・農」

▪持続可能な世界にするために

執筆：環境省　環境カウンセラー　勝井明憲

※３　フード・マイレージ
食料の輸送量と輸送距離を定量的に
把握することを目的とした指標。食
料の輸送に伴い排出される二酸化炭
素が、地球環境に与える負荷に着目
したもの

※１　日本の食料自給率
日本の食料自給率は、下図の通り減
り続けています。ほかの先進国※に
比べると、37％と最低の水準です。

※平成 29年度の食料自給率（参考）
　カナダ 255％、アメリカ 131％、
　フランス 130％、イギリス 68％
　�出典：農林水産省「世界の食料自給率」

※２　食品ロス
食べ残り、規格外や賞味期限切れの
加工食品といった「本来食べられる
のに廃棄される食品」のこと

※４　バーチャルウォーター
輸入国で、輸入した食料を生産した
としたらどの程度水が必要になるか
を推定したもの。食料を輸入するこ
とは水を輸入していることと同じで
あるという考え方

20
35 45 55 ２ 12 30

40

60

80

100

（％）

（年度）
平成昭和

73

60
54 53

48
43

40 40 39

出典：農林水産省
食料需給表

37

79
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　進学や就職などで引っ越しをしたかたは、原則、現在住んでいる寮
やアパートなどが住所地となります。
　住民票は、上下水道やごみの処理、道路・公園の整備などの行政サー
ビスのほか、選挙人名簿への登録などにつながる大切な情報です。
　住所地の異動があるかたは、住民基本台帳法に基づき、転出・転入
の手続きを忘れずに行いましょう。

住民票を異動して
住所地で投票しましょう

転入の際は、記載事項変更の必要があるため、マイナ
ンバーカードをお持ちください。

転入した日から 14 日以内
に、転出証明書を添えて、
転入届を提出する。

転出・転入の手続きはとってもカンタン

転出する前に、転出届を提
出し、転出証明書を受け取
る。

引っ越し前の市区町村 引っ越し後の市区町村 　新住所地に住民票を移してから３か月を経過していれ
ば、新住所地で投票できます。経過前に選挙があった場
合、旧住所地に３か月以上住んでいれば、旧住所地で投
票ができます。

住民票を移したら、どこで投票できるの？

問市選挙管理委員会

進学や就職などで引っ越したら

市
職
員
の
人
事
異
動

４
月
１
日
付

問
総
務
課
職
員
Ｇ

課
長
級
以
上
の
人
事
異
動

企
画
部

▪
秘
書
広
聴
課　

課
長　

海
野
直
人

▪
政
策
企
画
課　

課
長　

篠
原
広
明

▪
財
政
課　
　
　

課
長　

大
内
正
輝

総
務
部

　

部
長　

川
田
俊
昭

▪�

総
務
課　

課
長
（併）
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

書
記
長
（併）
監
査
委
員
事
務
局
長　

会
沢
義
範

▪
管
財
課　

課
長　

川
﨑
慶
樹

▪
税
務
課　

課
長　

小
林
正
博

▪
収
納
課　

課
長　

秋
山
雄
一
郎

市
民
生
活
部

　

部
長
兼
危
機
管
理
監　

飛
田
良
則

▪
防
災
課　
　
　

課
長　

玉
川
一
雄

▪
市
民
協
働
課　

課
長　

秋
山
光
広

保
健
福
祉
部

　

部
長
兼
福
祉
事
務
所
長　

平
野
敦
史

▪
社
会
福
祉
課　

課
長　

綿
引
稔

▪
こ
ど
も
課　
　

課
長　

加
藤
裕
一

▪
介
護
長
寿
課　

課
長　

萩
野
谷
智
通

▪
健
康
推
進
課　

課
長　

玉
川
祐
美
子

産
業
部

　

部
長　

浅
野
和
好

▪
農
政
課　

課
長　

綿
引
勝
也

建
設
部

　

部
長　

今
瀬
博
之

▪
都
市
計
画
課　

課
長　

渡
邊
勝
巳

▪
土
木
課　
　
　

課
長　

澤
畠
克
彦

会
計
管
理
者

　
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長　

茅
根
政
雄

上
下
水
道
部

▪
水
道
課　

課
長　

高
塚
佳
一

消
防
本
部

　

消
防
長　
　

鈴
木
将
浩

　

消
防
次
長　

大
谷
貞
章

　

参
事
兼
東
消
防
署
長　

元
木
利
光

▪
総
務
課　
　

課
長　

小
田
部
茂
生

▪
予
防
課　
　

課
長　

堀
江
正
美

▪
警
防
課　
　

課
長　

後
藤
健
仁

▪
東
消
防
署

　

�

副
参
事
兼
副
署
長　

寺
門
芳
和

新
規
採
用

小
堆
亜
美
、
増
子
雅
人
、
阿
久
津
香
奈
、

山
村
知
聖
、
原
澄
佳
、
菊
地
優
李
、
上
遠

野
秀
隆
、
三
田
寺
祐
子
、
中
庭
美
玲
、
柳

橋
翼
、
中
庭
正
順
、
谷
田
部
真
実
、
飛
田

勇
輔
、
後
藤
悠
希

退
職
者
（
３
月
31
日
付
）

加
藤
裕
一
（
総
務
部
長
）

桧
山
達
男
（�

市
民
生
活
部
長
兼
危
機
管
理
監
）

高
橋
秀
貴
（
産
業
部
長
）

中
庭
康
史
（
建
設
部
長
）

山
田
三
雄
（
消
防
長
）

清
水
貴
（
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）

藤
咲
富
士
子
（�

保
健
福
祉
部
参
事
兼
介
護

長
寿
課
長
）

岩
佐
悦
子
（�

教
育
部
学
校
教
育
課
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
副
主
任
調
理
員
）

會
澤
和
代
（�

市
民
生
活
部
市
民
課
課
長
補

佐
（
総
括
））

武
藤
隆
（
市
立
図
書
館
長
）
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
２
人
に
よ
る
一

年
間
の
活
動
報
告
会
が
３
月
26
日
、
オ

ン
ラ
イ
ン
（
Z
o
o
m
）
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
担
当
の
入
江
紫
織
さ
ん
、
パ
ー
ク

ビ
ジ
ネ
ス
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
担
当

の
八
子
結
奈
さ
ん
が
、
昨
年
度
の
活
動

の
な
か
で
、
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
ま
で
の
道
の
り
な

ど
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。
全
国

か
ら
参
加
し
た
か
た
か
ら
は
、「
協
力

隊
の
お
二
人
が
、
地
域
の
か
た
が
た
に

愛
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
た
」「
積

まち那珂トピックス
友
情
の
キ
ル
ト
が
届
き
ま
し
た

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
オ
ー
ク
リ
ッ

ジ
市
と
の
中
学
生
交
換
交
流
が

中
止
と
な
っ
た
昨
年
、
市
国
際

交
流
協
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

も
で
き
る
こ
と
を
実
施
し
て
い

こ
う
と
、
手
作
り
布
マ
ス
ク
を

寄
贈
し
ま
し
た
。こ
れ
に
対
し
、

オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
市
か
ら
は
、
こ

れ
ま
で
の
交
換
交
流
の
際
に
、

オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
市
の
中
学
生
が

着
用
し
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
で
作
成
し

た
「
友
情
の
キ
ル
ト
」
が
届
き
、

3
月
3
日
、
市
役
所
（
本
庁
）

の
１
階
ロ
ビ
ー
に
飾
ら
れ
ま
し

た
。
市
役
所
に
お
越
し
の
際
は

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

水
郡
線
が
全
線
で
運
転
再
開
し
ま
し
た

①②

▲那珂市
　YouTube
　チャンネル

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を
実
施

　

那
珂
市
交
通
安
全
推
進
協
議

会
は
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運

動
（
４
月
６
日
～
15
日
）
に
併

わ
せ
、
4
月
６
日
、
街
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
交

通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
那
珂
警
察
署
、

那
珂
地
区
交
通
安
全
協
会
員
、

市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
運
送

企
業
な
ど
と
協
力
し
、
感
染
症

対
策
を
実
施
し
な
が
ら
、
ド
ラ

イ
バ
ー
や
通
行
者
に
交
通
ル
ー

ル
の
遵
守
と
交
通
マ
ナ
ー
の
実

践
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

～
急
い
で
も
　
見
逃
さ
な
い
で
　
小
さ
な
手
～

極
的
な
情
報
発
信
で
、
那
珂
市
の
知
ら

な
か
っ
た
部
分
を
多
く
知
る
こ
と
が
で

き
た
」
な
ど
の
声
が
上
が
る
な
ど
、
２

人
の
活
躍
は
市
内
外
に
広
が
っ
て
い
ま

す
。（
那
珂
市
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ

ン
ネ
ル
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
再
生
時

間
は
約
１
時
間
で
す
。）

　

協
力
隊
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
は
、

広
報
な
か
5
月
11
日
号
で
ご
紹
介
す
る

予
定
で
す
の
で
お
楽
し
み
に
♪

　

令
和
元
年
台
風
第
19
号
の
影

響
に
よ
り
橋
が
流
出
す
る
な
ど

の
被
害
を
受
け
、袋
田
駅
か
ら

常
陸
大
子
駅
ま
で
の
一
部
区
間

が
不
通
と
な
っ
て
い
た
J
R

水
郡
線
が
３
月
27
日
、全
線
開

通
し
ま
し
た
。こ
れ
を
祝
し
て
、

記
念
列
車
が
水
戸
駅
か
ら
郡
山

駅
ま
で
走
り
ま
し
た
。

　

桜
の
開
花
の
便
り
も
届
い
た

春
空
の
下
、
水
戸
駅
を
出
発
し

た
記
念
列
車
は
、
那
珂
市
内
を

運
行
し
上
菅
谷
駅
に
到
着
。
駅

周
辺
に
は
多
く
の
水
郡
線
フ
ァ

ン
が
訪
れ
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
手

持
ち
旗
を
振
っ
て
運
転
再
開
を

祝
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
市

内
の
沿
線
各
地
で
も
記
念
列
車

を
お
祝
い
し
よ
う
と
手
を
振
る

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

常
陸
大
子
駅
（
大
子
町
）
で

も
、
待
ち
に
待
っ
た
水
郡
線
を

出
迎
え
よ
う
と
多
く
の
か
た
が

た
が
お
祝
い
に
駆
け
付
け
ま
し

た
。
同
駅
で
は
、
茨
城
県
水
郡

線
利
用
促
進
会
議
主
催
の
記
念

式
典
が
催
さ
れ
、
常
陸
国
Ｙ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
演
舞
が
に
ぎ
わ
い

を
添
え
る
な
ど
、
歓
迎
ム
ー
ド

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

①
上
菅
谷
駅
を
出
発
す
る
記
念

列
車
②
常
陸
大
子
駅
前
で
行
わ

れ
た
記
念
式
典
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お
し
ら
せ

コ
ー
ナ
ー

相
談

く
ら
し

障
が
い
者
の

暮
ら
し
の
相
談

相
談
日
▼

◦
視
覚
障
が
い
の
あ
る
か
た

　

６
月
７
日
㈪

◦
身
体
障
が
い
の
あ
る
か
た

　

６
月
14
日
㈪

◦
知
的
障
が
い
の
あ
る
か
た

　

６
月
21
日
㈪

時
間
▼
①
午
前
９
時
～
10
時
②
午

前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

※
相
談
時
間
は
１
人
に
つ
き
１
時

間
（
原
則
）

場
所
▼
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

ひ
だ
ま
り　

相
談
室
１　

対
象
者

▼
障
が
い
の
あ
る
か
た
、
ま
た
は

そ
の
家
族　

相
談
内
容
▼
障
が
い

の
あ
る
か
た
な
ど
の
日
常
生
活
・

家
族
関
係
・
人
間
関
係
の
悩
み
、

生
活
の
工
夫
な
ど
に
つ
い
て

相
談
員
▼
身
体
障
が
い
者
相
談

員
、
知
的
障
が
い
者
相
談
員
、
市

社
会
福
祉
協
議
会
職
員　

費
用
▼

無
料　

申
込
方
法
▼
電
話
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
（
７
日
前
ま
で
）

�申
問
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
２
９
‐
０
３
０
９

FAX
２
９
６
‐
１
０
０
２�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加

す
る
際
の
注
意
事
項

◆�

広
報
紙
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

事
業
・
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

は
、
感
染
症
対
策
の
た
め
、

中
止
ま
た
は
延
期
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
最
新
の
情

報
は
、
各
記
事
の
問
合
せ
先

ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

◆�

イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
参
加
さ
れ

る
際
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
、

検
温
お
よ
び
体
調
確
認
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆�

新
し
い
生
活
様
式
を
意
識

し
、咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
お
願

い
し
ま
す
。

歯
の
な
ん
で
も
電
話
相
談

日
時
▼
６
月
６
日
㈰
午
後
１
時
～

４
時　

相
談
員
▼
歯
科
医
師

費
用
▼
無
料

問
（一社）
茨
城
県
保
険
医
協
会

☎
０
２
９
‐
８
２
３
‐
７
９
３
０

就
職
や
退
職
を
し
た
か
た
へ

国
民
健
康
保
険
の

加
入
・
脱
退
手
続
き

は
お
済
み
で
す
か

対
象
者
▼
職
場
の
健
康
保
険
に
入

っ
た
か
た
、
職
場
を
や
め
た
か
た

（
扶
養
家
族
も
含
む
）

必
要
書
類
▼
窓
口
に
来
る
か
た
の

本
人
確
認
書
類
、
世
帯
主
お
よ
び

加
入
・
脱
退
す
る
か
た
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
確
認
で
き
る
書
類

加
入
す
る
か
た
健
康
保
険
資
格
喪

失
年
月
日
の
分
か
る
書
類
（
健
康

保
険
資
格
喪
失
証
明
書
な
ど
）

脱
退
す
る
か
た
職
場
の
健
康
保
険

証
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

※
別
世
帯
の
か
た
が
手
続
き
を
す

る
と
き
は
、委
任
状
が
必
要
で
す
。

※
加
入
す
る
か
た
で
扶
養
家
族
が
い

な
い
と
き
は
、
離
職
票
や
退
職
証
明

書
な
ど
で
も
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

手
続
方
法
▼
窓
口
受
付（
保
険
課
、

瓜
連
支
所
）

※
郵
送
で
も
手
続
き
可
能
で
す
。

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

�申
問
保
険
課
保
険
・
年
金
Ｇ

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
の
傷
病
手
当
金

支
給
対
象
期
間
を

延
長
し
ま
す

支
給
対
象
者
▼
次
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
被
用
者

◦
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
感
染
、
ま
た
は
発
熱
な
ど
の
症

状
が
あ
り
感
染
が
疑
わ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
療
養
の
た
め
労
務
に
服

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
か

た◦
労
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
３
日

を
経
過
し
た
日
か
ら
、
就
労
を
予

定
し
て
い
た
日（
支
給
対
象
日
数
）

が
あ
る
こ
と

◦
給
与
な
ど
の
支
払
い
を
受
け
ら

れ
な
い
か
、一
部
減
額
さ
れ
て
支

払
わ
れ
て
い
る
こ
と

支
給
対
象
期
間
▼
令
和
２
年
１
月

１
日
～
令
和
３
年
６
月
30
日

※
入
院
が
継
続
す
る
場
合
は
、
最

長
１
年
６
か
月
ま
で
。

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
保
険
課
保
険
・
年
金
Ｇ

い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

シ
ス
テ
ム

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

◦
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン

で
お
見
合
い
相
手
の
検
索
が
可
能

◦
価
値
観
診
断
テ
ス
ト
の
結
果
か

ら
AI
が
相
性
の
良
い
相
手
を
紹
介

◦
複
数
の
相
手
と
同
時
期
に
お
見

合
い
が
可
能
に
な
り
、
出
会
い
の

チ
ャ
ン
ス
が
増
加

入
会
に
つ
い
て

資
格
▼
県
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤

し
て
お
り
、
結
婚
を
希
望
す
る
独

身
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
メ
ー
ル

が
利
用
可
能
な
端
末
を
お
持
ち
の

か
た　

登
録
料
▼
１
万
千
円
（
２

年
間
有
効
）　

入
会
方
法
▼
当
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
仮
登

録
・
来
所（
面
談
）予
約

�申
問

（一社）
い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー

☎
２
２
４
‐
８
８
８
８

い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

入
会
登
録
料

一
部
助
成

対
象
者
▼

◦
市
内
に
居
住
す
る
独
身
の
か
た

で
、
令
和
２
年
４
月
１
日
以
降
に

セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
、
申
請
時
点

で
退
会
し
て
い
な
い
か
た

◦
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
か
た

◦
市
暴
力
団
排
除
条
例
に
規
定
す

休
日
当
番
医

　

 

０
１
２
０-

　

 

２
７
１
７
１
９
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農
業
用
機
械
等
の

購
入
支
援

対
象
者
▼

◦
認
定
農
業
者

◦
認
定
農
業
者
を
含
む
、
農
業
生

産
組
織
ま
た
は
農
作
業
受
託
組
織

◦
１
ha
以
上
の
農
業
を
経
営
し
、

３
年
以
内
に
経
営
規
模
を
お
お
む

ね
２
倍
に
拡
大
す
る
こ
と
を
目
指

す
か
た

◦
特
産
物
開
発
者
（
生
産
拡
大
、

開
発
な
ど
の
特
産
農
産
物
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
か
た
）

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
変
更

（
農
用
地
区
域
除
外
）

申
出
受
付
に
つ
い
て

　

農
用
地
区
域
内
の
土
地
を
農
地

転
用
す
る
場
合
、
農
用
地
区
域
除

外
の
申
出
が
必
要
で
す
。
申
出
は

要
件
に
よ
り
必
要
書
類
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
必
ず
事
前
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。（
申
出
に
必
要
な
要

件
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。）

水
戸
・
勝
田
都
市
計
画
区

域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
案

縦
覧
に
つ
い
て

期
間
▼
５
月
17
日
㈪
～
31
日
㈪

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）　

場
所
▼

県
都
市
計
画
課
、
市
都
市
計
画
課

【
意
見
に
つ
い
て
】

提
出
方
法
▼
窓
口
受
付
、
郵
送

提
出
先
▼
茨
城
県
知
事　

大
井
川

和
彦
（
茨
城
県
土
木
部
都
市
局
都

市
計
画
課
扱
い
）
あ
て

〒
３
１
０
‐
８
５
５
５

水
戸
市
笠
原
町
9
７
８
‐
６

提
出
期
限
▼
５
月
31
日
㈪（
必
着
）

※
提
出
様
式
は
縦
覧
場
所
ま
た
は

県
都
市
計
画
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

取
得
で
き
ま
す
。

�申
問
県
都
市
計
画
課

☎
３
０
１
‐
４
５
９
２

問
市
都
市
計
画
課
都
市
計
画
Ｇ

る
暴
力
団
員
で
な
い
か
た

助
成
金
額
▼
５
千
円
（
対
象
者
１

人
に
つ
き
１
回
限
り
）

提
出
書
類
▼
那
珂
市
い
ば
ら
き
出

会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
入
会
登

録
助
成
金
交
付
申
請
書
兼
請
求

書
、
セ
ン
タ
ー
入
会
登
録
料
領
収

書
の
写
し

※
申
請
書
兼
請
求
書
は
こ
ど
も
課

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
得

で
き
ま
す
。

申
込
方
法
▼
窓
口
受
付
、
郵
送

�申
問
こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
Ｇ

防除にご協力ください

　市内で、オオキンケイギク（大金鶏菊）が増えています。
オオキンケイギクはコスモスに似た黄色いきれいな花を咲
かせますが、特定外来種（植物）に指定されており、繁殖力
が非常に強く、ほかの植物を駆逐し、日本の在来種の生態
系に悪影響を及ぼすおそれがあります。
　発見した場合には、根ごと抜き取り、枯死させた後に、
燃えるごみに出していただくよう、ご協力をお願いします。
�問�環境課環境Ｇ

◦
ひ
た
ち
な
か
・
東
海
・
那
珂
ほ

し
い
も
協
議
会
認
定
の
三
ツ
星
生

産
者
（
那
珂
支
部
会
員
）

補
助
対
象
例
▼

◦
30​

PS
以
上
の
乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー

◦
５
条
植
以
上
の
乗
用
田
植
機

◦
防
除
機
、
収
穫
機
（
50
ａ
以
上

の
耕
作
者
の
み
）

◦
４
条
刈
以
上
の
自
脱
型
コ
ン
バ

イ
ン

◦
30
石
以
上
の
乾
燥
機

◦
10
ａ
以
上
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

◦
調
査
研
究
費
・
機
械
な
ど
の
購

入
費（
特
産
物
開
発
者
の
み
）

必
要
書
類
▼
購
入
機
械
な
ど
の
見

積
書
、
購
入
機
械
の
確
認
が
で
き

る
カ
タ
ロ
グ
な
ど
、
市
税
等
の
完

納
証
明
書　

申
請
方
法
▼
窓
口
受

付　

申
請
期
間
▼
５
月
10
日
㈪
～

６
月
９
日
㈬

�申
問
農
政
課
農
業
振
興
Ｇ

申
出
期
間
▼
前
期
５
月
10
日
㈪
～

６
月
11
日
㈮　

後
期
９
月
１
日
㈬

～
30
日
㈭　

提
出
方
法
▼
窓
口
受

付※
受
付
か
ら
決
定
ま
で
７
か
月
以

上
を
要
し
ま
す
。

※
審
議
の
結
果
、
申
出
が
認
め
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

�申
問
農
政
課
農
業
振
興
Ｇ

地
域
ま
ち
づ
く
り

人
材
育
成
支
援
補

助
金

�

対
象
研
修
▼
市
外
の
地
方
公
共
団

体
、国
、公
益
法
人
、地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
組
織
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど

の
営
利
を
目
的
と
し
な
い
団
体
な

ど
が
主
催
す
る
地
域
づ
く
り
、
人

材
育
成
に
関
す
る
研
修

�

対
象
者
▼
次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
か
た

◦
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
か
た

◦
地
域
づ
く
り
に
関
心
が
あ
り
、

主
体
的
に
取
り
組
む
意
欲
の
あ
る

か
た

◦
市
内
の
市
民
自
治
組
織
ま
た
は

市
民
活
動
団
体
に
所
属
し
、
現
に

地
域
づ
く
り
の
活
動
に
従
事
し
て

い
る
か
た

対
象
経
費
▼
旅
費
、
研
修
の
受
講

料
な
ど　

補
助
限
度
額
▼
１
人

３
万
円　

補
助
率
▼
10
分
の
10
以

内　

補
助
限
度
回
数
▼
年
度
内
１

団
体
に
つ
き
２
人
（
年
度
内
に
１

人
１
回
、
同
一
人
へ
の
補
助
は
通

算
２
回
ま
で
）
申
込
期
限
▼
随
時

（
先
着
順
）

※
研
修
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
市
民
協
働
課
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
要
綱
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

�申
問
市
民
協
働
課
市
民
活
動
Ｇ



12那珂市役所　☎ 298-1111

募
集

市
文
化
財
愛
護
協
会

公
開
研
修
会

土
浦
市
の
文
化
財

日
時
▼
５
月
28
日
㈮
午
前
10
時
～

11
時
30
分　

場
所
▼
市
中
央
公
民

館
講
座
室　

講
師
▼
比
毛
君
男
氏

（
上
高
津
貝
塚
ふ
る
さ
と
歴
史
の

広
場
学
芸
員
）
定
員
▼
50
人　

参

加
費
▼
無
料　

申
込
方
法
▼
電
話

申
込
期
限
▼
５
月
21
日
㈮

�申
問
歴
史
民
俗
資
料
館

☎
２
９
７
‐
０
０
８
０

※
月
曜
日
休
館
（
祝
日
の
場
合
は

翌
平
日
）

子どものほめ方講座

◆期日　�６月 14日㈪・28日㈪、
　　　　７月５日㈪・19日㈪・26日㈪（全５回）
◆時間　午前 10時～ 11時 30分
◆場所　地域子育て支援センター「つぼみ」
◆対象者　市在住で未就学児のお子さんがいる保護者
◆内容　子育ての中での上手なほめ方、しかり方について　
◆講師　�こども発達相談センター「すまいる」・地域子育て

支援センター「つぼみ」職員
◆定員　７人程度（先着順）
◆参加費　無料
◆申込方法　電話
◆申込期間　５月 20日㈭～ 27日㈭
◆託児　希望者は申込時にお知らせください。（無料）
�申問地域子育て支援センター「つぼみ」☎２９５‐７９３４

催
し

自
動
車
税
種
別
割
の

納
税
は
納
期
内
に

　

今
年
度
の
自
動
車
税
種
別
割
の

納
期
限
は
５
月
31
日
㈪
で
す
。
最

寄
り
の
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
納
期
内
に
納

め
て
く
だ
さ
い
。

※
納
税
通
知
書
は
５
月
６
日
㈭
に

発
送
さ
れ
ま
す
。

※
納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
か

た
、
紛
失
さ
れ
た
か
た
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

��

問
常
陸
太
田
県
税
事
務
所
収
税
第

一
課
☎
０
２
９
４
‐
80
‐
３
３
１
４

県
立
歴
史
館
企
画
展
１

中
世
佐
竹
氏
の
世
界

―
千
秋
文
庫
所
蔵
文
書
か
ら
―

期
間
▼
４
月
29
日
㈭
～
６
月
13
日

㈰　

開
館
時
間
▼
午
前
９
時
30
分

～
午
後
５
時　

場
所
▼
県
立
歴
史

館
（
水
戸
市
緑
町
２
‐
１
‐
15
）

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
県
立
歴
史
館

☎
２
２
５
‐
４
４
２
５

母
子
家
庭
等

自
立
促
進
講
習
会

家
庭
生
活
支
援
員
養
成
講
習
会

期
日
▼
講
義
６
月
５
日
㈯
・
19
日

㈯
、７
月
３
日
㈯
・
17
日
㈯（
全
４

回
）
実
習
平
日
３
時
間（
27
時
間
） 

申
込
期
限
▼
５
月
21
日
㈮

介
護
職
員
初
任
者
研
修

期
日
▼
６
月
13
日
～
10
月
３
日
の

日
曜
日
（
全
14
回
・
レ
ポ
ー
ト
提

出
４
回
あ
り
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
５
時　

対
象
▼
就
労
を
希
望
す
る
か
た　

テ
キ
ス
ト
代
▼
６
千
円
（
別
途
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
加
入
代
３
９
２
円
）　

申
込
期
限
▼
５
月
28
日
㈮

共
通
事
項

場
所
▼
茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連

合
会
母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

会
議
室（
水
戸
市
八
幡
町
11
‐
52
）　

対
象
者
▼
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
、

父
、
寡
婦
の
か
た　

募
集
人
数
▼

20
人　

受
講
料
▼
無
料

そ
の
他
▼
託
児
あ
り
。
交
通
費
一

部
負
担
あ
り
（
条
件
あ
り
）

※
申
込
用
紙
は
市
こ
ど
も
課
ま
た

は
当
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

取
得
で
き
ま
す
。

�申
問
（福）
茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連

合
会
母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
２
２
１
‐
８
４
９
７

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

保
険
課
　
一
般
事
務
補
助

勤
務
形
態
▼
週
５
日
①
②
の
シ
フ

ト
勤
務（
７
時
間
）

①
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

②
午
前
９
時
15
分
～
午
後
５
時
15
分

都
市
計
画
課
　
一
般
事
務
補
助

（
育
休
代
替
職
員
）

勤
務
形
態
▼
週
５
日
勤
務　

午
前

９
時
～
午
後
５
時
（
７
時
間
）

資
格
▼
普
通
自
動
車
運
転
免
許
証

こ
ど
も
課
　
一
般
事
務
補
助

（
育
休
代
替
職
員
）

勤
務
形
態
▼
週
５
日
勤
務　

午
前

９
時
～
午
後
５
時
（
７
時
間
）

共
通
事
項

勤
務
地
▼
市
役
所
（
本
庁
）
各
課

給
料
▼
月
額
13
万
５
９
２
０
円

（
期
末
手
当
、社
会
保
険
、雇
用
保

険
あ
り
）　

休
日
▼
土
・
日
曜
日
、

祝
日
、
年
末
年
始　

休
憩
時
間
▼

正
午
～
午
後
１
時　

任
期
▼
６
月

１
日
～
令
和
４
年
３
月
31
日　

資

格
▼
パ
ソ
コ
ン（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ

ル
）が
で
き
る
か
た　

募
集
人
数

▼
各
１
人　

提
出
書
類
▼
履
歴
書

（
市
販
の
も
の
で
可
。
３
か
月
以

内
に
撮
影
し
た
写
真
を
貼
付
）

申
込
方
法
▼
窓
口
受
付
、
郵
送　
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菅
谷
保
育
所

「
世
代
間
交
流
」会
員
募
集

期
間
▼
９
月
９
日
㈭
～
令
和
４
年

３
月
３
日
㈭（
年
７
回
）
時
間
▼

午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分　

場

所
▼
菅
谷
保
育
所　

対
象
者
▼
年

間
を
通
し
て
３
回
程
度
参
加
可
能

な
か
た（
年
齢
制
限
な
し
）
内
容

▼
ふ
れ
あ
い
遊
び
、
会
食
な
ど　

募
集
人
数
▼
20
人　

申
込
方
法
▼

電
話　

申
込
期
限
▼
５
月
31
日
㈪

�申
問
菅
谷
保
育
所

☎
２
９
８
‐
１
１
４
４

自
衛
官
等
募
集

一
般
幹
部
候
補
生

資
格
▼
大
卒
程
度
日
本
国
籍
を
有

す
る
、
22
歳
以
上
26
歳
未
満

院
卒
者
日
本
国
籍
を
有
す
る
、
20

歳
以
上
28
歳
未
満
の
修
士
課
程
修

了
者
な
ど
（
見
込
み
含
む
）

申
込
期
限
▼
６
月
18
日
㈮

※
試
験
に
つ
い
て
な
ど
、
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�申
問
自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部

水
戸
募
集
案
内
所

☎
２
２
６
‐
９
２
９
４

や
さ
し
い
ヨ
ー
ガ

ヨ
ー
ガ
ク
ラ
ブ

日
時
▼
第
２
、４
水
曜
日　

午
前

11
時
～
正
午
　
場
所
▼
総
合
セ
ン

タ
ー
ら
ぽ
ー
る　

講
師
▼
野
上
紀

美
子
氏　

募
集
人
数
▼
若
干
名

会
費
▼
月
千
円　

申
込
方
法
▼
電

話�申
問
ヨ
ー
ガ
ク
ラ
ブ

上
田
☎
２
９
５
‐
１
４
９
１

戸
室
☎
２
９
８
‐
１
９
３
７

ウ
ェ
ン
ズ
デ
イ
英
会
話

教
室
受
講
生
募
集

　

日
本
語
に
な
い
社
交
的
マ
ナ
ー

な
ど
の
状
況
に
応
じ
た
話
し
方

を
、
ア
メ
リ
カ
人
講
師
と
直
接
話

し
な
が
ら
学
ん
で
い
ま
す
。

日
時
▼
第
２
～
４
水
曜
日　

午
後

７
時
30
分
～
９
時　

場
所
▼
市
中

央
公
民
館　

会
費
▼
月
３
５
０
０

円　

申
込
方
法
▼
電
話

※
受
講
体
験
は
無
料
で
す
の
で
、

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

�申
問
ウ
ェ
ン
ズ
デ
イ
英
会
話
教
室

本
田
☎
２
９
８
‐
７
０
１
６

「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
と

花
あ
そ
び
」受
講
生
募
集

日
時
▼
第
２
水
曜
日　

午
前
10
時

～
11
時
30
分　

場
所
▼
市
中
央
公

民
館　

第
２
会
議
室　

講
師
▼
杉

山
柳
霞
氏　

内
容
▼
季
節
の
お
花

を
使
っ
た
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

（
基
礎
テ
ク
ニ
ッ
ク
、
カ
ラ
ー
、

暮
ら
し
の
マ
ナ
ー
、
花
学
）

受
講
料
▼
１
回
６
０
０
円（
別
途

花
代
と
し
て
２
千
円
程
度
）

申
込
方
法
▼
電
話

�申
問
市
文
化
協
会
百
趣
部
会
柳
霞

ロ
イ
ヤ
ル
フ
ラ
ワ
ー

☎
２
９
５
‐
８
５
７
７

申
込
期
限
▼
５
月
17
日
㈪（
必
着
）

�申
問
総
務
課
職
員
Ｇ

〒
３
１
１
‐
０
１
９
２

福
田
１
８
１
９
‐
５

大
正
琴
孝
響
ハ
ー
モ
ニ
ー

初
心
者
無
料
体
験
講
座

　

大
正
琴
に
興
味
の
あ
る
か
た
は

気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
６
月
～
８
月
の
第
１
・
２

木
曜
日　

午
後
１
時
～
２
時
45
分

場
所
▼
市
中
央
公
民
館
１
階
大
会

議
室　

持
ち
物
▼
筆
記
用
具

※
楽
器
、
ピ
ッ
ク
、
譜
面
は
お
貸

し
し
ま
す
。

�申
問
大
正
琴
孝
響
ハ
ー
モ
ニ
ー

千
葉
☎
２
９
８
‐
８
３
４
４

鶴
岡
☎
２
９
５
‐
０
０
２
５

寺
門
☎
２
９
８
‐
４
４
６
６

四
季
の
う
た

酒
粕
を
肴
に
焼
い
て
飲
む
ひ
と
時
コ
ロ
ナ
の
ニ
ュ
ー
ス
つ
い
ぞ
忘
れ
て

海

野

宏

幸

春
に
植
え
夏
に
穫
り
た
る
ト
マ
ト
あ
り
師
走
に
な
れ
ど
黄
花
つ
け
お
る

熊

谷

富

雄

ド
ア
閉
め
る
合
図
の
曲
は
七
つ
の
子
雨
情
の
里
の
駅
に
雨
降
る

水

藤

和

子

借
金
は
千
兆
円
を
超
え
ま
し
たGo to

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
夢
見
る
国
か

照

美

仲

沢

師
の
逝
き
て
心
の
空
洞
埋
め
が
た
く
短
歌
に
励
め
と
言
い
聞
か
す
の
み

勝

代

大

森

声
上
げ
て
白
鳥
飛
ぶ
日
に
核
兵
器
禁
止
条
約
発
効
し
た
る

壽

小
野
瀬

花
無
く
も
緑
華
や
ぎ
山
笑
う

田

村

恒

子

青
春
の
響
く
レ
コ
ー
ド
春
を
待
つ

人

見

章
太
郎

空
青
く
奥
久
慈
の
郷
山
笑
う

江

幡

澄

夫

空
に
鳶と

び

川
に
魚
影
や
風
光
る

矢

須

恵

由

山
桜
羽
衣
の
ご
と
山
被
う

片

岡

文

江

花
衣
母
に
見
せ
た
き
帯
締
め
て

小

森

友

子

昼
下
が
り
初
音
聞
こ
え
し
庭
仕
事

椎

名

美
佐
子

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
酌
み
交
わ
そ
う
よ
桜
花

高

橋

昌

也

純
朴
と
云
は
れ
し
母
校
濃こ
や
ま
ぶ
き

山
吹

田

尻

美
代
子

白
鳥
帰
り
和に

こ
げ毛

漂
ふ
沼
夕
べ

丹

能

永

子

よ
う
よ
う
に
白
み
ゆ
く
空
な
が
め
つ
つ
朝
型
だ
っ
た
川
口
さ
ん
思
う

池

田

美
代
子

白
鳥
短
歌
会　

思
い
の
ま
ま
俳
句
会

矢
須
恵
由　

選

海
野
宏
幸　

選



14

本庁舎にオゾン発生器を設置

　１月 25日から庁舎内での新型コロナ
ウイルス感染症拡大防止のため、各階に
オゾン発生器を設置しました。

1階　税務課窓口付近カウンター
          市民課窓口付近カウンター
          保険課窓口カウンター

2階　農政課窓口カウンター

3階　都市計画課窓口カウンター

4階　政策企画課窓口カウンター

5階　財政課窓口カウンター

　SDGs（持続可能な開発目標）は、2030
年までに持続可能でより良い世界を目指
す国際目標です。
　17のゴールと 169 のターゲットで構
成され、日本としても積極的に取り組ん
でいます。詳しくは外務
省ホームページをご確認
ください。

　来庁する市民のかたにむけてSDGsの認
知度を高めるため、庁舎内の各課室案内看
板にそれぞれの課室が取り組む目標のアイ
コン（ロゴマーク）の掲示を行っています。

各課の看板に SDGs 標記を
掲載しました

▼ SDGsについて

設置場所

令和３年４月１日～令和５年３月 31 日任期

　市政治倫理審査会委員の
任期満了に伴い、３月の市
議会定例会で同意を得て、
６人のかたに市長から委嘱
状を交付しました。
　同審査会は、市条例によ
り政治倫理基準を定め、市
長、副市長、教育長および

▼委員名簿

▼調査請求について
　市民のかたは、当該者の行為が政治倫理基準に違反する疑いがあ
ると認められるときは、30人以上の連署とそれを証明する資料を
添えて調査請求することができます。

識
見
者

会長 小田部　啓 文 再任

副会長 勝 山　　 栄 新任

委員 佐 藤　康 雄 新任

…新任 …再任 （敬称略）

公
募
者

委員 庄 司　元次郎 再任

委員 秋 葉　　 泉 再任

委員 塚 原　茂 樹 新任

市議会議員がその基準に抵触する行為について市民から調査請求※

があった場合に、その内容について調査を行う諮問機関です。

政治倫理審査会委員を委嘱しました 問総務課総務Ｇ

　３月２日から 19 日までの 18 日間の会期で行
われた令和３年第１回那珂市議会定例会について
は、４月 19日発行の「議会だより」をご覧くだ
さい。那珂市議会ホームページでもご覧になれま
す。

「議会だより」をご覧ください 問議会事務局

令和３年４月１日～令和７年３月31 日

　市教育委員会の榊原一和委員が、令和３年
３月 31日をもって任期満了となることに伴
い、３月の市議会定例会で同意を得て、同氏
を再任しました。同委員会には、教育機関を
管理し、学校の組織編制、教育課程、教科書
その他の教材の取り扱いおよび教育職員の身
分取り扱いに関する事務を行うとともに、社
会教育や学術・文化に関する事務を管理し、
執行する権限が与えられています。

教育委員を任命しました 問総務課総務Ｇ

任期





●　●　●　●　●　●　●

●　●

お子さんの写真を広報なかに掲載してみませんか。ご応募お待ちしています。
【応募内容】市内にお住まいの未就学のお子さんの写真
【応募方法】ＱＲコードを読み込んで、お気に入りの一枚を送付してください。

応募はこちらから♪

元 気 な 顔‼

GE

NKI
NAKA OH!!

福田 絵
え ま

茉 さん 髙槌 湊
みなと

 さん

発
行

　
那

珂
市

　
〒

31
1‐

01
92

　　
那

珂
市

福
田

18
19

‐
5　

☎
02

9‐
29

8‐
11

11

※�現在、お問い合わせのみの受付となります。ワクチン接種の申込受付は、65歳以上のかたを対象に、５月 11日（火）
から開始します。
▶︎ 4、5ページ「ワクチン最新情報」も併せてご覧ください。

那珂市ワクチン接種コールセンター
を開設しています

　現在、新型コロナワクチン接種について医療機関への問い合わせが増加しています。医療機関への負担
を減らすため、下記コールセンターへお問い合わせいただくようお願いします。
　なお、基礎疾患などがあり、ワクチン接種を受けて良いか、かかりつけ医に確認をする場合は、お電話
ではなく、定期的な受診の際にご確認をしてください。

●  那珂市ワクチン接種コールセンター

0120‐056‐728

029‐212‐3533
●  耳の不自由なかた専用のＦＡＸ番号

午前８時30分～午後５時15分
土・日曜日、祝日も開設

氏名、ＦＡＸ番号を明記のうえ送信してください。

COVID‐19

ワクチン

松田 悠
ゆ う き

來 さん

細谷 陸
りく

 さん 宮部 陽
は る き

輝 さん柏村 紀
のりふみ

文 さん


